
第 32 回伝統建築文化推進協議会定例会	 	 議事録	 

平成２６年１月１０日（金）	 

於	 中目黒	  
PM.7:00～8:30	 

	 

１．出席者 4 名（敬称略、五十音順）	 

	 	 	 	 狩野（文化財景観保全調査室）、	 田代（東急設計コンサルタント） 
松嶋（松島晢奘建築研究所）、	 	 山中（アミターブ一級建築士事務所）	 

	 

２．会からの連絡・報告事項（田代会員）	 

	 -1．伝建協会規約の成立について	 

	 	 ・メール議決にて規約成立した。	 

	 	 ・特に異議はなかった。	 

・今後各会員へ個別にメールを送り、上遠野会員が考えていた役員等を	 

お願いする予定（田代会員）	 

	 

−2．総会の開催について	 

	 ・5〜6 月を目処に総会開催がよいだろう（狩野会員）	 

	 

−3．会費の集め方について	 

	 ・次回に会費の具体的集め方を提案したい（田代会員）	 

	 →郵便局に口座を開くのが良い。会の規約があるので開設できるはず（松嶋会員）	 

	 

−4．広く会の活動を広報することについて	 

・規約成立によりサイトを一般に公開できるものとなった。サイト更新も行うが、ヤ

フーの検索などで上位にヒットするようなサイトのプロモーション方法があるよう

なので次回提案してみる（田代会員）	 

	 

３．研究会（狩野会員）	 

-1．左下り観音調査のまとめ	 

・前回の原稿を改稿した。確認願いたい。文化財ドクター調査成果として妥当なよう

に客観的な観点から原稿を書き換えて頂いても構わない。また調査員名は三瓶さん

を始めとする共同名がよい（狩野会員）	 

	 →了解した。調査グレードが一部文化財ドクターを超える部分があるので、これに

ついては公開が憚れるので工夫する（田代会員）	 

	 

−2．八槻家の調査のまとめ	 

・成果原稿の作成にあたり渡邉会員の調査図面が大変助かった。	 

また日大の学生の図面も役に立つものであった。いずれも地元では丁寧な調査を大変

喜んでいただいた（狩野会員）	 



	 

・茅葺職人を呼んで修理に入る直前であったことから、今回調査で小屋組の痛みが発

見でき、小屋組みの修理を先行させなければ、全く意味のない工事に着手する寸前

であったことを理解して戴き、これも大変感謝された。（狩野会員）	 

・これらの調査内容は文化財ドクターの成果としてはボランティアでの調査にしては

高度すぎるとして問題にされる恐れがあると JIA から聞いている。当会に限った限

定公開は可能でも JIA へ提出する成果品としては工夫願いたい（狩野会員）	 

	 →了解した（田代会員）	 

・JIA のいう職能を尊重しているから JIA 会員でもあるのだが、ドクター調査のよう

に公費を使う調査においても無料の業務行為にあたるので図面作成などはできない

と言われている。今回の調査を平常時の営業設計業務のように捉える考え方は、大

局を理解していないように思えて馴染めない。しかし事務局がそのような考えのた

め調査内容を限定せざるを得ないことをご理解いただきたい（田代会員）	 

	 →了解している（全員）	 

	 

４．例会議題（田代会員）	 

-1．テストプロジェクト 2：大磯教会	 

	 a.行政協議について（田代会員）	 

	 ・確認申請機関：平塚土木事務所	 

	 前回相談した時は、話にならなかったのだが、今回は建築主事対応であったので今

回配布した図面にてほぼ申請は問題ない。	 

	 申請方針は、保存すべき既存部分も含めて現行法規適応という方針。	 

	 基準法 3 条除外規定は使わない。問題は延焼のおそれがある部分の窓の改変だが、

これも鎧戸を新たに設けることで解決できそうだ。	 

・登録文化財：大磯町教育委員会	 

	 登録への了解を得られた。ただし所見はこちらが予定していた水沼先生ではなく町

の委員をやられている稲葉先生へお願いしたい旨を伺ったので、町の手続き上円

滑に進捗できる先生にお願いすることを了解した。	 

	 ・景観重要建造物：大磯町都市計画課	 

	 	 登録と足並みを合せて指定いただけることで了解頂けた。	 

	 	 所有者から町への提案書を提出することが必要となった。	 

	 	 

b.構造計画の依頼について（田代会員）	 

・行政機関へ配布した図面を皆さんへ配布する。	 

・構造計画の図面は山中会員に行っていただけることになった。	 

・発注は伝建協会へお願いし、伝建協会から松嶋会員、山中会員への依頼という流れ

がよいだろう（狩野会員）	 

	 →了解した。伝建協会への手数料等も決めていきたい（田代会員）	 

	 	 



５．今後の会員の研究課題について	 

	 	 	 ・文化財ドクターが一段落したので、上遠野会員が予定していた研究会を	 

再開していきたい。赤字が今後行いたい研究会（田代会員）	 

	 	 ・東日本大震災での礎石より水平移動した総門（高橋会員予定）	 

・	 	 〃	 	 	 	 	 	 	 	 	 〃	 	 	 	 鳥居（第 15 回定例で済）	 

・	 	 〃	 	 	 	 	 	 	 	 	 〃	 	 	 	 本殿（高橋会員予定）	 

	 	 ・	 	 	 	 〃	 	 	 	 	 	 	 	 	 〃	 	 	 	 門	 	 (高橋会員予定)	 

・震災と土蔵（上遠野）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （第 9 回定例で終了済）	 

	 	 ・震災と民家（岡田会員予定）	 	 ・震災と町屋（未定）	 

	 	 ・店蔵・土蔵の左官震災復興支援委員会の創設(上遠野)	 	 

	 	 ・伝統工法の断熱の向上方法(塙会員予定)	 

	 	 ・町屋の構造解析法の解説(松嶋会員)	 

	 	 ・伝統工法の寺院の倒壊メカニズムの研究（全員、随時開催）	 

・文化財改修工事願成寺（狩野会員）開催済	 

・伝統工法の各部詳細について	 その 1	 基礎（狩野会員）開催済	 

・限界耐力計量法について（松嶋会員）開催済	 

・いわき市の震災で被害を受けた寺院の分析（高橋清会員他）開催済	 

・和風伝統文化（畳文化）の衰退の主因と復興（小西会員）	 

・その他	 	 	 

今後の行事について	 

・金剛組の寺院の工事現場見学会等	 

	 

６．次回定例日及び、イベント日等	 

	 日時：平成２６年２月７日（金）	 

場所：目黒区中目黒 3−1—33	 東急設計コンサルタント、2階第 3会議室。	 
最寄り駅：東横線・日比谷線中目黒駅、 
山手通側正面出口、改札を出て左の南へ徒歩 5分、 
駒沢通りとの交差点（中目黒立体交差）ガソリンスタンド隣 

 
連絡先：事務局担当	 鈴木	 

	 	 	 	 	 TEL:03-3455-3211	 	 FAX:03-3455-3212	 	 

	 E-mail:suzuki@kongogumi.co.jp	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ※出欠の連絡は、鈴木会員宛までお願い致します。	 

	 


